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【一般国道（拡幅・バイパス）】

資料 ３

①一般国道36号 白老拡幅

②一般国道4号 金ケ崎拡幅

③一般国道357号 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）

④一般国道20号 日野バイパス（延伸）Ⅱ期
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・国際拠点港湾周辺の国道36号の交通量は２万

台を超え、２車線区間は、旅行速度の低下が顕

著。また、死亡事故が多く発生するなど、物流

の隘路区間。（図６）

・国際拠点港湾苫小牧港と室蘭港は北海道最大

の物流拠点で、両港に挟まれた国道沿線には、

工業団地や石油製品等の工場が多数立地し、

港湾取扱貨物量の増加と相まって、沿線自治

体の工業製品出荷額も増加傾向。（図７、図８）

・平成30年に室蘭港にフェリーの就航が予定され、

物流においても交通需要の増加が予想される

中、円滑な交通環境の確保が課題。

大型連休に

は交通量が

増加し渋滞

が発生

２．課題

１．事業概要

■費用便益分析結果
B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.5
（1.5）

7.5%
（7.9%）

138億円※2

（45億円※2）
214億円※2

（69億円※2）

注）上段の値は苫小牧市～室蘭市を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H28年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

図２ 広域図図１ 事業位置図

一般国道３６号 白老拡幅に係る新規事業採択時評価
しらおい

効果１ 観光期渋滞の解消により地域振興に貢献

資料：H27プローブデータ（大型連休）

一般国道３６号
白老拡幅

３．整備効果

・起終点：北海道苫小牧市樽前

～北海道白老郡白老町社台

・延長等：4.8km

（第３種第１級、４車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約40億円

・計画交通量：約22,200台／日

と ま こ ま い た る ま え

乗用車 小型貨物 普通貨物

約13,300台/日 約1,700台/日 約7,200台/日

し ら お い しらおいちょう し ゃ だ い

効果２ 円滑で安全な物流の確保により企業活動を支援
・港湾取扱貨物量も増加傾向にあり、対象区間の整備による

円滑で安全な物流ルートの確保により、企業活動を支援。

①観光期渋滞により観光・文化施設へのアクセス性低下

【混雑度】 現況 2.17 ⇒ 整備後 0.94（約６割減少）

Ｎ

・観光期渋滞の解消により地域振興に貢献するとともに、アイヌ文化復興の拠点整備等を支援

・国際拠点港湾間の連結強化、円滑で安全な物流の確保により企業活動を支援

・アイヌ文化の復興等の拠点

・平成32年のオリンピック・パラリンピック

東京大会の開催にあわせて、白老町に

整備（H26.6閣議決定）

・年間100万人の来場者の受け入れ体制

を確立するため交通アクセスの強化等を

推進（H28.7「民族共生象徴空間」基本構想）

図９ 民族共生象徴空間の概要

・観光期渋滞の解消により、地域の観光振興に貢献。

・「民族共生象徴空間」へのアクセス道路整備により、

アイヌ文化復興の拠点整備等を支援。（図９）

（登別市・白老町「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置付け）

（アイヌ総合政策推進会議『「民族共生象徴空間」基本構想』に位置付け）

【白老町～苫小牧市の所要時間】
現況 39分 ⇒ 整備後 33分（約６分短縮）

とまこまいしらおいちょう

写真 観光期の渋滞状況
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図４ 沿線自治体（苫小牧市、白老町、
登別市）の観光入込客数が
増加傾向 資料：北海道観光入込客数調査

（万人）

増加傾向

図３ 国道36号沿線の観光地を周遊

国道沿線の観光施

設を周遊

しんちとせ のぼりべつ

のぼりべつ

【死傷事故率】

図５ 休日や大型連休には交通量が
増加し、旅行速度が低下

とまこまい

②国際拠点港湾間における北海道最大の物流隘路 ４車線に挟まれた２車線区間

旅行速度が約２割低下

図６ 苫小牧港～室蘭港
間における主な物流が
ボトルネック区間を通過
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資料：北海道工業統計調査

図８ 沿線自治体（苫小牧市、
白老町、登別市、室蘭市）
の工業製品出荷額が増加
傾向で、道内シェアは４割

（億円）
増加傾向

（道内シェア）
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204,516千㌧

図７ 道内港湾取扱貨物量
の約６割を占める
苫小牧港と室蘭港

資料：北海道港湾統計年報（H27）

道内取扱貨物量

の約６割

むろらん

むろらん

２車線区間で観光

期に渋滞発生

現況 全国平均以上（2箇所）94～109件/億台㎞
⇒ 整備後 13件/億台㎞

・新千歳空港から登別市の国道36号沿線には、

アイヌ民族博物館、登別温泉等の観光・文化

施設が多数存在し、観光拠点を周遊する観光

客が近年増加傾向。（図３、図４）

・国道36号の２車線区間では、観光期の休日や

大型連休には交通量の増加により、旅行速度

が低下し市街地を中心に渋滞が発生。（図５）

・平成32年予定のアイヌ文化の復興等の拠点と

なる「民族共生象徴空間」 開設や、平成30年

には、室蘭港に定期フェリーの就航が予定さ

れるなど交通需要の増加により、更なる渋滞

が懸念され観光・文化施設へ

の交通アクセス性が課題。

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

むろらん

資料：室蘭開発建設部交通量調査（H27）
プローブデータ（H27）
平常期：4-11月、夏期休日：7-9月
大型連休：GW、お盆、SW（9日間）
旅行速度：14-16時台平均 1
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一般国道３６号 白老拡幅に係る新規事業採択時評価
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室蘭IC
むろらん

白老拡幅

Ｎ

44

80818283848586

30

0

60

90

120

30

0

60

90

120

（単位：ｍ）【縦断図】

（KP）

一般国道３６号 白老拡幅
しらおい

別々橋
L=42m

樽前橋
L=25m

全体延長：4.8km
土工延長：4.7km（99%）
橋梁延長：0.1km（1%）

【標準横断図】 （単位：ｍ）
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「民族共生象徴空間」
・アイヌ文化の復興等の拠点

・平成26年6月に白老町に整備することを閣議決定

・年間100万人の来場者の受け入れ体制を確立す

るため交通アクセス強化を推進

（H28.7「民族共生象徴空間」基本構想）

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所

交通量調査（H27）

市街地（集落）

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

交通量台/日

2
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従業員数

(社) （千人）

・対象区間は、2車線区間であり冬期旅行速度が、通常期24.7km/hに比べ、17.7km/hと約３割速

度が低下し、周辺の４車線区間の低下率と比較し大きい。（図7・写真1）
・速度低下による配送の遅れ発生は、売上額の減少や来客の満足度低下等のリスクとなる（図8）

一般国道４号 金ケ崎拡幅に係る新規事業採択時評価
かねがさき

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約14,400台/日 約3,700台/日 約6,200台/日

・起 終 点：岩手県胆沢郡金ケ崎町西根土橋上

～岩手県胆沢郡金ケ崎町六原東町

・延 長 等：約５．２ｋｍ
(第3種第1級、4車線、設計速度80ｋm/h)

・全体事業費：約95億円
・計画交通量：約24,300台／日

いさわ かねがさきちょう にしね どばしかみ

いさわ かねがさきちょう ろくはら ひがしまち

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年 (H28年)における現在

価値を記載（現在価値算出のため
の社会的割引率：4%）

B/C EIRR※1 総費用：80億円※2 総便益：256億円※2

3.2 12.9% 事業費 ：66億円
維持管理費 ：14億円

走行時間短縮便益：231億円
走行経費減少便益： 19億円
交通事故減少便益： 6.5億円

２．課題

１．事業概要

３．整備効果
効果１ 円滑な物流確保により企業活動を支援 [◎]

○旅行速度
【現況】24.7km/h ⇒ 【整備後】39.8km/h（約６割向上）

（現況： 民間プローブデータ（対象区間5.2kmの上下平均12時間平均旅行速度・区間最低値)
整備後：将来交通量推計結果より速度向上率を用いて算出）

・自動車関連企業等は年々増加傾向にあり、道路整備による円滑な
物流の確保により、企業立地や雇用拡大等の企業活動を支援

・4車線化により堆雪幅の確保、低速走行車両の追い越し可能により、冬期旅行速度が改善

・冬期旅行速度の改善により、物流における時間ロスが少なくなり、企業の生産性向上を支援

効果２ 冬期旅行速度の向上 [◎]

資料 民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（上下平均）
※H22ｾﾝｻｽ区間の12h平均速度の最低値
（通常期：H28.10、冬期降雪日： H27.12-H28.2）図7 冬期速度低下状況

岩手県
5,694 
37%

福島県
4,008 
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宮城県
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山形県
1,259 
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秋田県
619 
4%

青森県
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（うち）
金ケ崎町

4,772

資料：H26工業統計
H26岩手県工業統計調査報告書

図4 東北地方県別の輸送用機械器具
製造品出荷額

（単位：億円）

岩手県が東北一
約５,７００億円

図5 県南地域における企業の進出・設備投資の状況

企業進出・増設の加速とともに、
H24～28に約２千人が新規雇用

※新聞各紙より、県南地域に進出、増設が確認された企業数（累計）
※県南地域：花巻市、北上市、金ケ崎町、奥州市、平泉町、一関市

H29以降

・当地域では、自動車関連企業において、震災後、

東北全体の復興のため地元企業からの部品調

達を増やしており企業進出や雇用が増加。（図

3,4,5）

・また、当地域北部では、大手コンビニチェーンが

北東北の拠点として日本最大規模の工場を構え

三陸沿岸へ出店を増やし東北復興を支援。(図6)

②冬期の旅行速度低下

北上市
15社

盛岡貨物ターミナル

花巻市
以北
3社

一関・平泉
13社

奥州・金ケ崎
16社

金ケ崎拡幅
延長5.2km

自動車メーカーの
生産工場が立地

秋田県

宮城県

・愛知県から部品を鉄道輸送
(1～2往復/日)

・盛岡～金ケ崎間を、約60便/日

大衡工場を経由し仙
台塩釜港(国際拠点港
湾)より搬出

凡例
自動車関連企業
からの搬入
愛知県からの部品
の搬入
完成車の搬出

岩手県

宮城県
2社

図3 自動車生産工場に関連する物流の状況

①東北復興の阻害要因となる物流のボトルネック

・渋滞ボトルネック解消により、円滑な物流が確保され、東北全体の復興・企業活動を支援
・冬期においても時間信頼性が確保され、通勤、物流交通の定時性を確保

図１ 広域図

一般国道４号
金ケ崎拡幅

図8 速度低下による商品の配送遅れの影響
（コンビニ店のイメージ）

製造工場
(北上市)店舗(奥州市)

ｺﾝﾋﾞﾆへの商品配送
（国道４号利用）

速度低下により配送遅れ
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売上額の減少
満足度の低下

24H コンビニ
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通常期 冬期
４車線済区間（北上拡幅）

・このように、企業や雇用が増加する中、当該区間

は旅行速度が24.7km/hと東北管内の国道4号

2車線区間で最も低い物流のボトルネック（図6）

○旅行速度向上（対象区間5.2km）
【現況】17.7km/h ⇒ 【整備後】31.2km/h

（現況：民間プローブデータ（H27.12-H28.2降雪日）12h平均 整備後：北上拡幅４車拡幅区間における冬期旅行速度の実績）

秋田県
6社

水
沢
東

バ
イ
パ
ス

北
上
拡
幅

北上市

金ケ崎町

奥州市

水沢IC

北上JCT

北上
金ケ崎IC

北上江釣子IC

北上西IC

金
ケ
崎
拡
幅

延
長

ｋ
ｍ

5.2

図２ 事業位置図

高規格道路[2車線]
高規格道路[4車線]
一般国道 [2車線]
一般国道 [4車線]
対象区間
事業中（国道４号）

奥 州 市

水沢IC

至

仙
台

至

盛
岡

金 ケ 崎 町

北 上 市複合商業
施設

北上金ヶ崎IC

至 盛岡

至 仙台

金ケ崎拡幅 約5.2km

通勤・物流ルート 凡例
工業団地関連の通勤・物流
（自動車部品納入を含む）
完成車の出荷
新規進出企業等による物流
交通の増加

資料：民間プローブデータ
（通常期平日：H28.10月）

※矢印の長さは速度低下し
ている区間の長さを表す

凡例

20km/h未満となる区間

：朝方（7-9時台）に混雑

：夕方（17-19時台）に混雑

：終日（朝・夕ともに）混雑

：主要渋滞箇所
：死亡事故発生箇所

（分譲面積 約130ha）
（従業員数 約4,900人）

・大手ｺﾝﾋﾞﾆﾁｪｰﾝの新拠点(H27.5)
・日本郵便の物流局(H29.3)
・自動車関連企業の進出・増設

北上南部工業団地

県内最大規模の工業団地
（分譲面積 約200ha）

（従業員数 約5,300人）

・自動車生産工場が立地
・自動車関連企業の増設

岩手中部(金ケ崎)
工業団地

図6 国道４号の渋滞状況

※現在は堆雪による幅員の減少と追越し
困難により冬期には速度が大きく低下

写真1 積雪時の通行状況
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一般国道４号 金ケ崎拡幅に係る新規事業採択時評価
かねがさき

標準横断図

北上南部工業団地
(分譲面積 約130ha)

水沢IC

北上金ケ崎IC

水沢東バイパス

事業中 9.6㎞

北上拡幅 事業中 12.2km

六原交差点

（主要渋滞箇所）

三ケ尻交差点

（主要渋滞箇所）

21,201(台/日)

金ケ崎町立
金ケ崎小学校

金ケ崎町立
三ケ尻小学校

北上市立
照岡小学校

岩手県立
金ケ崎高等学校

金ケ崎町立
金ケ崎中学校

奥州市立
佐倉河小学校

21,201 (台/日)

26,180（台/日）

至 仙台

至

盛
岡

ろくはら

みかじり

奥州市
おうしゅうし

金ケ崎町
かねがさきちょう

北上市
きたかみし

かねがさき
きたかみ

みずさわひがし

一般国道４号
金ケ崎拡幅

全体延長： 5.2km
土工延長： 5.1km (98%)
橋梁延長： 0.1km (  2%)

(

起)

胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
西
根
土
橋
上

い
さ
わ
ぐ
ん
か
ね
が
さ
き
ち
ょ
う
に
し
ね

ど
ば
し
か
み

(

終)

胆
沢
郡
金
ケ
崎
町

六
原
東
町

い
さ
わ
ぐ
ん
か
ね
が
さ
き
ち
ょ
う

ろ
く
は
ら
ひ
が
し
ま
ち

橋梁
(50m)

橋梁
(20m)

橋梁
(10m)

橋梁
(10m)

橋梁
(10m)

岩手県

金ケ崎町
役場

４車線済 9.2km事業中（２車線→４車線） 3.0km

北上市立
南小学校

北上市立
南中学校

金ケ崎工業団地口交差点

（主要渋滞箇所）

かねがさき

北上市立
鬼柳小学校

橋梁(50m)

橋梁(10m)
橋梁(10m)

橋梁(10m)

橋梁(20m)

岩手中部(金ケ崎)工業団地
(分譲面積 約200ha)

金ケ崎拡幅 延長 約5.2km

20,184(台/日)

北上金ケ崎IC口交差点

（主要渋滞箇所）

きたかみかねがさき

車線数（2車線/4車線）
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市原

土気

いすみ

富津

木更津

匝瑳

茂原

市原

旭
八街

富里
佐倉

成田

香取

潮来牛久

印西

取手

我孫子

守谷 稲敷

八千代船橋

柏

川口

越谷

野田春日部

さいたま

上尾

所沢 朝霞
東村山

調布

八王子

立川

相模原

大和

横浜

鎌倉

藤沢

横須賀

浦安
新宿

東金

千葉

茂原

千葉県内へ配送

東京都

神奈川県

埼玉県 茨城県

完成自動車
モータープール

茜 浜

石油精製
全国１位

首都圏各地へ
エネルギー供給

千葉県
首都圏へ配送

自動車メーカー
新車整備工場

石油精製企業群
市原・土気エリア

あかねはま

も ば ら

蘇我地区
そ が ち く

0 10 25km5 15 20
縮尺

と け

(起)千葉市中央区塩田町
ち ば し ちゅうおう しおだちょう

花見川区
はなみがわ

千葉港

市原市
いちはら

稲毛区
いなげ

若葉区
わかば

湾岸千葉IC

蘇我副都心

完成自動車
モータープール

塩田町誉田町線
（千葉市事業中）

しおだちょうほんだちょうせん

凡例

千葉中環状道路
（地域高規格道路）
６車線道路
４車線道路
２車線道路
対象区間
塩田町誉田町線
千葉港

ちゅうおう

中央区
ちゅうおう

ち ば し ちゅうおう とんやちょう

（終）千葉市中央区問屋町

蘇我IC

（蘇我地区）
延長5.0km

6車線

そ が ち く
湾岸千葉地区改良
わんがんちば ち く

湾岸千葉地区改良
わんがんちば ち く

（千葉地区）
延長5.6km

6車線開通済
(事業中)

ち ば ち く

図２ 事業位置図

美浜区
みはま

千葉県

湾岸千葉地区改良

(蘇我地区)
そ が ち く

わんがん ち ば ち く

図１ 広域図

0 1 2 3 5km4縮
尺

図４ 千葉港の物流輸送の現状

一般国道３５７号 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

わんがん ち ば ち く かいりょう そ が ち く

○市原市⇔蘇我副都心の往復時間

【現況】 60分 → 【整備後】 45分 （約15分短縮）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（H28年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

B/C EIRR※1 総費用：189億円※2 総便益：373億円※2

2.0 7.7％
・事 業 費：180 億円
・維持管理費： 9.6億円

・走行時間短縮便益：334 億円
・走行経費減少便益： 30 億円
・交通事故減少便益： 8.1億円

・渋滞ボトルネック解消により、円滑な物流が確保され、首都圏へのエネルギー供給や完成自動車輸送の生産性を向上
・交通容量の増加により、慢性的な渋滞・事故が緩和され、大型商業施設群への円滑・安全なアクセスに寄与

【千葉都市計画
都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針

(H28.2)に位置付け】

・起終点：千葉県千葉市中央区塩田町

～千葉県千葉市中央区問屋町

・延長等：5.0.ｋｍ

（第4種1級、6車線、設計速度60km/h）

・全体事業費：約265億円

・計画交通量：約59,100台

～約78,900台／日

ち ば ち ば ちゅうおう しお だ ちょう

ち ば ち ば ちゅう おう とん や ちょう

乗用車 小型貨物 普通貨物

約33,800台/日
～約52,100台/日

約6,000台/日
～約8,400台/日

約14,000台/日
～約18,600台/日

○千葉港⇒新車整備工場（茂原）の所要時間

【現況】 46分 → 【整備後】 37分 （約9分短縮）
【千葉市都市計画マスタープラン

(H28.3)に位置付け】

３．整備効果

○混雑度 【現況】1.79 → 【整備後】 1.09 （約４割減少）
【千葉港長期構想（案）(H28.11)

に位置付け】

③蘇我副都心「大型商業施設群」

への円滑なアクセスを阻害

②千葉港の物流出荷能力を阻害

①首都圏を支えるエネルギー供給のボトルネック

・当該区間の混雑度は1.79と高く、旅行速度は千葉県内の国道357号でワースト１位

（事業中箇所を除く）であり、首都圏へのエネルギー供給のボトルネック。（図6）

図６ 対象区間の交通状況（千葉地区開通後）

注１）評価時点では、花園橋は事業中（花園橋はH28.10.27開通済）

湾岸千葉地区改良
（千葉地区）5.6km

湾岸千葉地区改良
（蘇我地区）5.0km

開通前15分（22km/h）
進行方向 進行方向

開通後10分（34km/h）

開通前15分（22km/h）

開通後11分（31km/h）

混雑時15分（20km/h）

混雑時13分（23km/h）

注１）
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町

[8時台]
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[8時台]
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完成自動車
モータープール

蘇我副都心

千葉東宮野木
武石

穴川
貝塚

松ケ丘

蘇我
主要渋滞箇所
事故危険区間

千
葉
西
警
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署
前

ポ
ー
ト
ア
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ー
ナ
前

塩
田
町進行方向 進行方向

混雑度1.79

0 2km縮
尺

・また、渋滞に起因する追突事故が約６割
を占め、事故危険区間に位置づけた箇所
が６箇所あり、来訪者の安全性を阻害。

千葉港
46%

横浜港
21%

川崎港
19%

鹿島港
13%

その他
1%

出典：港湾統計年報（H26）

図３ 首都圏各港
原油移入・輸入割合

・首都圏経済・産業活動を支える千葉港は、石油製品の出荷額全国１位。（3.6兆円/年）

（図3）

・千葉地区6車線化によりガソリン輸送の時間短縮効果がある一方、残存する蘇我

地区の渋滞遅延により、輸送エリア・輸送量とも変化がない状況。

・蘇我副都心は、大規模商業施設等が

集積し、年間2,000万人が来訪。

・蘇我副都心の商圏は、主に、市原・土気

地域（40万人）であり、当該区間の渋滞に

より円滑なアクセスが阻害。

と け
、

・当地区の未利用商業用地（約8ha）の活用

により、来訪者増（年間400万人）が見込ま

れ、更なる渋滞の悪化が懸念。

出典：国勢調査人口（H27）

出典：千葉市ホームページ

効果３ 千葉市が進める魅力ある都市づくりを支援[◎]
・年間来訪者数の更なる増加や商圏の拡大、来訪者の安全性の向上等が期待され、

千葉市が目指す魅力的な都市づくりを支援。

効果２ 完成自動車の物流生産性の向上[◎]

効果１ 首都圏のエネルギー供給を支援[◎]
・港湾機能強化等と協調し、定時性の確保とともに、輸送エリア・輸送量の増加等が期待

され、首都圏へのエネルギー供給を支援。

・千葉市道路事業と連携し、輸送台数の効率化、輸送コスト削減等が期待され、

物流生産性が向上。

・今後、更なる千葉港拡張等

の港湾機能強化が予定され

ており、課題の深刻化が

懸念。

図５ 完成自動車陸揚取扱量

・千葉港の完成自動車取扱量は全国第５位。（図5）

自動車の
輸入・移入の合計値

出典： 港湾統計年報（H26）

万
ﾄﾝ

出典：自動車輸送企業ヒアリング

出典：千葉港長期構想（案）

出典：工業統計年報 （H26）

出典：石油精製企業関連ドライバーヒアリング

・陸揚後、モータープールから新車整備工場へ

輸送されるが、千葉地区開通により茜浜工場

への輸送台数が増加（150台/日⇒210台/日）

する一方、蘇我地区の渋滞に

より茂原工場への輸送台数

の効率性を阻害。 (図4､6)

蘇我副都心
未利用商業用地
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○蘇我地区の死傷事故率

【現況】 64.4件/億台km → 【整備後】 57.6件/億台km（約1割減少）
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（標高：m）

縦断図 全体延長：5.0km 土工延長：4.9km（98％） 橋梁延長：0.1km（2％）

一般国道３５７号 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）に係る新規事業採択時評価
わんがん ち ば ち く かいりょう
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(仮)蘇我町
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至 市原
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貝塚IC

穴川IC

湾岸千葉IC
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61,251台/日
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稲毛浅間
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わ ん が ん ち ば ち く か い り ょ う そ が ち く

一般国道３５７号 湾岸千葉地区改良 延長5.6km ６車線
わんがん ち ば ち く かいりょう
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（山側）H27年12月開通済
延長 約0.6km

（海側）H28年10月開通済
延長 約0.6km

H27年5月
開通済

H27年9月
開通済

H27年12月
開通済

延長 約2.0km 延長 約1.4km 延長 約1.6km

延長 約5.0km
６車線

※1）千葉港範囲は、千葉港港湾計画図（H26.3）より図示
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千葉外房道路

一般国道３５７号 湾岸千葉地区改良（蘇我地区）

至

湾
岸
習
志
野
Ｉ
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至

東
京

モータープール

全体延長： ５．０km
土工延長： ４．９km（９８%）
橋梁延長： ０．１km（ ２%）

側道橋 L=40m

跨線橋 L=10m

連絡路陸橋 L=10m
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※1）

千葉市中央区
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市原市
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標準断面図 （単位：ｍ）

※都市計画幅員：W=43.0m～50.0m

■蘇我陸橋部

■一般部

凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

死亡事故発生箇所

交通量（H22センサス）

交通量調査（H28.7）

市街地（人口集中地区）

主な施設

市町村境界線

車線数（2/4/6車線）

津波浸水想定区域

蘇我副都心

千葉港

（地高）千葉中環状道路

交通量台/日

○○施設

交通量台/日

（ 対策実施済）
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7,801 4,615

0

5,000

10,000・日野市は東京都内で付加価値額第１位、

製造品出荷額第２位と有力な工業集積地。

（図5）

・３事業整備後、物流の効率化により、

日野市が目指す産業、商業等の立地

を支援。

・「東京医大八王子医療センター」は、南多摩

医療圏144万人の第三次救急医療施設。（図7）

高尾山IC

八王子市

多摩市

町田市

稲城市

日野市

圏域拡大により南多摩医療圏
全域の人口をカバー

東京医大八王子
医療センター

八王子JCT

八王子西IC
八王子IC

国立府中IC

現況エリア
60分カバー人口

125万人(87%)

３事業整備後エリア
60分カバー人口

144万人(100%)

現 況

３事業整備後

【凡例】60分圏域

２事業整備後

２事業整備後エリア
60分カバー人口

132万人(92%)

図6 精密機械工場の物流輸送の現状
出典：精密機械工場企業ヒアリングより

・当該区間は国道20号全線（23区除く）で

渋滞損失時間がワースト第1位。

（73万人時間/年・km）（図3）

・混雑時には高倉町西～八幡町区間の旅行

速度が18km/hになっているなど上下線とも

著しい渋滞が発生。（図3）

・通過交通が約３割であり、地域内に用のない

通過交通の排除が喫緊の課題。（図4）

・通過交通を排除するために、順次バイパス

事業を進めているが、平成27年12月に

都市計画変更した当該区間はバイパス整備

のミッシングリンク区間。

・起終点：東京都日野市西平山三丁目

～東京都八王子市北野町

・延長等：1.5km

（第4種1級、4車線、設計速度60㎞/h）

・全体事業費：約300億円

・計画交通量：約24,700～約42,800台/日

・製品は、国道20号・高速道路等を介して横浜港

から世界中へ出荷。（図6）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

・交通渋滞の緩和により、工業集積地の物流生産性を向上

・救急搬送時における高度医療施設への速達性が向上

３．整備効果

③高度医療施設への救急搬送能力が低下

乗用車 小型貨物 普通貨物

約16,000台/日

～約27,100台/日

約2,300台/日

～約4,100台/日

約6,400台/日

～約11,600台/日

とうきょう にしひらやま

とうきょう はちおうじ きたのまち

１．事業概要

２．課題
図２ 事業位置図

ひ
の

に
し
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ら
や
ま

延長1.5㎞Ｈ9～事業中

日野バイパス
(延伸)

Ｈ17～事業中

は
ち
お
う
じ

き
た
の
ま
ち

日野市
ひの

八王子IC

八王子JCT

高尾山IC

八王子市
はちおうじ

至

新
宿

至

甲
府

八王子南バイパス 日野バイパス(延伸)Ⅱ期
ひの

(

終)

八
王
子
市
北
野
町

①通過交通と地域内交通が集中し、
著しい渋滞が発生
（ミッシングリンクの存在）

図１
広域図

東京都

八王子西IC

日野バイパス
（延伸）Ⅱ期

0 3km1 2

・３事業整備後、救急搬送の速達性の

向上が期待。(図7)
【八王子市交通マスタープラン(H27.3)に位置付け】

効果３ 救急搬送能力の向上[◎] 南多摩医療圏における東京医大八王子医療センター

への所要時間60分カバー人口

現況：125万人（87％） 整備後：144万人（100％）
※人口はＨ２２国勢調査

【第5次日野市基本構想・基本計画 (H28.3) に位置付け】

効果２ 工業集積地の物流生産性の向上［◎］

効果１ 著しい渋滞の緩和[◎]

②交通混雑により物流出荷能力が低下

・日野市にある平山工業団地には、精密機械

工場があり、大田区や横浜港から精密部品

を搬入、高付加価値の製品 （医療MRI等）を

生産。 （図6） 出典：精密機械工場企業ヒアリングより

・国道20号の渋滞により、救急搬送時の速達性

が阻害され救急搬送能力が低下。

出典：東京医科大学八王子医療センターHPより

出典：東京都福祉保健局ヒアリングより

・３事業整備後、通過交通等の排除により渋

滞 の緩和が期待され、八王子市が目指す

広域的な交通利便性のポテンシャルを活

かした交通体系の整備により、地域経済の

活性化を支援。

・当該地域の東西方向の幹線道路は国道20号

のみであり、交通集中による渋滞の発生

（ストップ＆ゴー等）により走行性が悪化、

輸送製品の品質等への影響が懸念。（図6）

出典：ETC2.0プローブデータ (H28.1～H28.12)

図7 医療施設への速達性の向上

出典：H22道路交通センサス混雑時旅行速度及び計画道路は設計速度から算出

注）２事業整備：日野バイパス（延伸）＋八王子南バイパス
注）３事業整備：日野バイパス（延伸）＋八王子南バイパス＋日野バイパス（延伸）Ⅱ期

出典：ETC2.0プローブデータ(H27.4～H28.3)の 平日ピーク時の平均旅行速度から算出

図3 国道20号の混雑時の旅行速度

※.南多摩医療圏：八王子市、日野市、町田市、多摩市、稲城市

地域内外交通
47％

通過交通

26％
地域内交通
27％

出典：H17道路交通センサスの
現況OD調査結果を基に算出

図4  国道20号の現況交通特性

出典：H26工業統計調査

図5 東京都内の付加価値額
・製造品出荷額

0 15km

凡 例

開通済区間

事業中区間

対象区間

(億円)

製造品出荷額 付加価値額

東京都内１位

府
中
市

日
野
市

羽
村
市

板
橋
区

昭
島
市

東京都

横浜港より
輸出入

日野市

横浜港

平山工業団地

神奈川県

日野バイパス
(延伸)Ⅱ期
延長1.5km

凡例

※付加価値額＝売上高－売上原価

【八王子市交通マスタープラン(H27.3)に位置付け】

出典：精密機械工場企業ヒアリングより

出典：ETC2.0プローブデータ(H27.4～H28.3)の平日ピーク時の平均旅行速度から算出

平山工業団地 ⇒ 高尾山ＩＣ

現況：約３３分 整備後：約１６分（約１７分短縮）

【 １１時台】 【 １８時台】 【 ８時台】

至

新
宿

至

甲
府

高尾山IC

八王子
JCT

高
尾
山
Ｉ
Ｃ

八
幡
町

日
野

郵
便
局
南

高
倉
町
西

八王子
市街地

高
尾
山
Ｉ
Ｃ

八
幡
町

日
野

郵
便
局
南

（国道２０号 上り） 進行方向

進行方向（国道２０号 下り）

高
倉
町
西

73万人
時間/年・km

※損失時間ワースト第１位
（八日町～八幡町）

八王子西IC
OD

断面位置

平山工業団地

主要渋滞箇所

凡 例

工業地域0 1 2 3km

【 ８時台】 【 １７時台】

18分

8.2km

【 １１時台】

28km/h 20km/h 31km/h

3.4km 3.9km

10分 8分

27km/h 18km/h 27km/h

8.2km 3.4km 3.9km

18分 12分 8分

B/C EIRR※1 総費用 総便益

6.0

（2.4）

27.6%

（9.6%）

574億円※2

（221億円※2）

3,422億円※2

（541億円※2）

注）上段の値は日野市川辺堀之内～八王子市南浅川町を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率 ※２：基準年（H28年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）
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三
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関連企業から
搬入(輸入)

完成品の輸出

大田区
部品センター

一般国道２０号 日野バイパス(延伸)Ⅱ期に係る新規事業採択時評価
ひ の
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日野市役所
八王子市役所

東京医大八王子
医療センター

ひの

至

新
宿

至

甲
府

八王子南バイパス
延長9.6km

（H9～事業中）
４車線

日
野
市
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之
内

八
王
子
市
南
浅
川
町
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日
野
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西
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三
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目

日野バイパス (延伸）Ⅱ期
延長1.5km

４車線

日野バイパス(延伸)
延長3.8km

（Ｈ17～事業中）
４車線
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ま
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ち
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う
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ち

48,228台/日

22,881台/日

22,896台/日

29,007台/日

府中市

はちおう じみなみ

(

終)

八
王
子
市
北
野
町

は
ち
お
う
じ

き
た
の
ま
ち

日野バイパス(延伸)Ⅱ期
八王子南

バイパス

計画縦断図標準横断図 単位：ｍ

33,003台/日

浅川

【土工部】 標高
(m)

八王子
みなみ野シティ

S56～H20

平山工業
団地

0 1km 2km 3km

北野土地
区画整理事業

S41～S56

川辺堀之内
土地区画整理事業

H21～H29

東豊田土地
区画整理事業

H7～H20

豊田南土地
区画整理事業

S61～H40

西平山土地
区画整理事業

H4～H33

日野3・4・24号
（日野市事業中）

43,627台/日

33,445台/日

27,610台/日

6,570台/日

日野バイパス(延伸)Ⅱ期

東京都

位 置 図

山梨県

神奈川県

埼玉県

千葉県

20

首都高速

高尾山
IC

八王子
JCT

全体延長 1.5㎞
土工延長 0.7㎞(47%)
橋梁延長 0.2㎞(11%)
掘割延長 0.6㎞(42%)

ふちゅう

国立市
くにたち

国分寺市
こくぶんじ

立川市
たちかわ

昭島市
あきしま

八王子市
はちおうじ

日野市
ひの

16

【掘割部】

交通量台/日

○○施設

ひの

一般国道２０号 日野バイパス(延伸)Ⅱ期に係る新規事業採択時評価
ひ の
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